
飛田 美江子 様
（新荘一丁目）

新荘学区の常住人口	 世帯数 3,080
男 2,852　女 3,034　　合計 5,886

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 524	（ 8.9％）	 15	〜 64 才	 3,308	（56.2％）
　【参考値】	 65	才以上	 2,054	（34.9％）

■

新
荘
夏
ま
つ
り

……
…
…

中
止（
７
月
26
日
）

■

敬
老
会

……
…
…
…
…
…

…

９
月
18
～
20
日

（
式
典
は
中
止
し
、
記
念
品
配
布
の
み
実
施
）

■

市
民
運
動
会

……
…
…
…

中
止（
10
月
11
日
）

■

歩
く
会

……
…
…
…
…
…

…
…
…

11
月
17
日

■

第
２
回
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

……
…

２
月
９
日

■

新
荘
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

……
…
…

３
月
８
日

合
同
総
会
の
書
面
議
決
は
、
新
荘
地
区

68
町
内
会
及
び
役
員
等
計
101
名
に
書
面
表

決
書
を
配
布
し
各
議
案
の
賛
否
を
求
め
た

結
果
、６
月
２
日
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て

過
半
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
収
支
報
告
、
令

和
２
年
度
事
業
計
画（
案
）・
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て
…
賛
成
79
、反
対
０

役
員
改
選　

令
和
２・３
年
度
役
員（
案
）

に
つ
い
て
…
賛
成
78
、反
対
１

注
：
反
対
１
は
役
員
辞
退
に
よ
る
も
の
。

令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
収
支
報
告
、
令

和
２
年
度
事
業
計
画（
案
）・
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て
…
賛
成
78
、反
対
０

令
和
２
年
度
・３
年
度
の
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
新
荘
会
専
門
部
等
の
新
役
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◦
会　

長
…
川
又　
一
郎

◦
副
会
長
…
各
部
長
兼
務

◦
総
務
自
治
部（
事
務
局
）

　

部　

長
…
川
又　
健
志

　

副
部
長
…
近
澤　
博
子
、武
石　
加
津
子

◦
広
報
部

　

部　

長
…
川
又　
健
志

　

副
部
長
…
塩
井　
雅
子
、岩
淵　
延
子

◦
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
部

　

部　

長（
ス
ポ
推
）…
山
部　
正
彦

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部

新
役
員

新
役
員

　

副
部
長（
ス
ポ
推
）…
保
坂　
英
昭
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
川　
直
秀

副
部
長
…
袴
塚　
孝
治
、伯
耆
田　
敏
克
、

　
　
　
　

菅
野　
俊
安
、長
谷
川　
基
規
、

　
　
　
　

橋
本　
久
雄
、龍
崎　
正
紀

◦
生
活
環
境
部

　

部　

長
…
飛
田　
美
江
子

　

副
部
長
…
鈴
木　
照
子
、寺
門　
恵
美
子

◦
福
祉
厚
生
部

　

部　

長
…
青
木　　

實

　

副
部
長
…
菊
地　
か
ず
よ
、松
枝　
道
子

◦
防
災
委
員
会

　

委
員
長
…
森
本　
久
夫

　

副
委
員
長
…
中
澤　
英
子
、小
網　　

昇

◦
監　

事
…
川
上　
利
通

◦
監　

事
…
湊　　

弘
一
郎

令
和
２
年
度
の
新
荘
女
性
の
会
新
役
員

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◦
会　
　
　

長

	

袴
塚　

禮
子

◦
第
１
支
部
長

	

中
山　

正
恵

◦
第
２
支
部
長

	

森
山　

鏡
子

◦
第
３
支
部
長

	

岩
淵　

延
子

◦
第
４
支
部
長

	

小
網　

静
子

◦
第
５
支
部
長

	

武
石　

治
代

◦
第
６
支
部
長

	

川
村　

康
子

◦
第
７
支
部
長

	

高
木
ひ
ろ
子

◦
第
８
支
部
長

	

若
松　

友
江

◦
第
９
支
部
長

	

仙
波　

雅
江

◦
第
10
支
部
長

…	

南
川
佐
登
子

◦
第
11
支
部
長

…	

大
貫　

純
子

新
荘
女
性
の
会
役
員
の
紹
介

新
荘
女
性
の
会
役
員
の
紹
介

６
月
３
日（
水
）、
次
の
方
は
、
多
年
に

わ
た
り
水
戸
市
保
健
推
進
員
連
絡
協
議

会
役
員
と
し
て
地
域
組
織
の
発
展
と
地

域
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
、そ

の
ご
功
績
を
た
た
え
、水
戸
市
長
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い

新
荘
地
区
の
諸
行
事
中
止
相
次
ぐ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

観
点
か
ら
、
今
年
度
の
新
荘
夏
ま
つ
り
、

市
民
運
動
会
、
及
び
第
１
回
ユ
ニ
カ
ー

ル
大
会
は
や
む
な
く
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
敬
老
会
は
、
式
典
が
中
止
に

な
り
、
敬
老
記
念
品
配
布
の
み
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
新
荘
地
区
の
主
な
行
事

水
戸
市
に
よ
る
表
彰

令
和
２
年
度

合
同
総
会
、
書
面
議
決
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住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部
の
合
同
総

会
は
５
月
９
日
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
中
止
し
、書
面
表
決
に
よ
る
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
度

（令和２年７月１日現在）（令和２年７月１日現在）



こ
の
坂
道
は
日
頃
、
一
般
の
通
行

人
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
坂
の
上

に
茨
城
中
学
校
・
高
等
学
校
が
あ
っ

て
、
坂
下
に
は
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
が

あ
り
、
学
生
専
用
の
坂
道
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

●
周
辺
地
域

こ
の
坂
道
を
含
む
地
域
一
帯
は
、

保
和
苑
・
常
磐
共
有
墓
地
や
、
八
幡

宮
、
祇
園
寺
、
坂
下
の
湧
水
群
な
ど
、

名
所
旧
跡
を
有
す
る
水
戸
の
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
で
あ
り
、
こ
の
坂
道

は
そ
の
一
角
を
成
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
祇
園
寺
は
、
坂
道
の
南
東

に
隣
接
し
て
位
置
し
て
お
り
、
明み
ん

か

ら
渡
来
し
た
東と
う

皐こ
う

心し
ん

越え
つ

禅
師
が
開
山

し
、
光
圀
公
が
開
基
し
た
由
緒
あ
る

寺
院
で
す
。
こ
こ
に
は
、
幕
末
期
の
水

戸
藩
重
臣
で
、
書
生
派
と
し
て
知
ら

れ
る
市
川
氏
、
朝
比
奈
氏
の
墓
地
や
、

洋
画
家
中
村
彝つ
ね
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

●
坂
道
と
そ
の
周
辺

こ
の
坂
道
の
頂
上
に
は
、
手
作
り

ベ
ン
チ
の
あ
る
展
望
ス
ペ
ー
ス
が

あ
っ
て
那
珂
川
方
向
の
景
色
が
一
望

で
き
ま
す
。
ま
た
、
坂
道
を
下
る
と

河
原
の
石
の
よ
う
に
丸
い
石
の
堆
積

物
が
あ
り
、
そ
の
由
緒
書
き
に
は
12
．

５
万
年
前
の
那
珂
川
の
「
れ
き
（
砂

利
）
層
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
坂
道
を
下
る

と
、
中
央
折
り
返
し
付
近
に
は
古
い

祠
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
坂
を
下

り
る
と
、
細
い
遊
歩
道
に
出
る
こ
と

が
で
き
、「
七
曲
坂
湧
水
」
や
「
お
茶
の

水
湧
水
」
な
ど
、
今
な
お
湧
き
出
て

い
る
幾
つ
も
の
古
い
湧
水
群
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
一
つ
「
七
曲
坂
湧
水
」
に

新
荘
散
策

は
、
供
養
塔
の
よ
う
な
正
徳
三
年

（
１
７
１
３
年
）
の
年
号
の
記
さ
れ

た
古
い
石
柱
が
あ
り
、
ま
た
、
隣

の
「
お
茶
の
水
湧
水
」
は
水
戸
藩
の

重
役
な
ど
が
領
内
巡
視
で
馬
口
労

町
･
松
本
町
な
ど
で
休
憩
し
た
折
、

お
茶
を
点
て
、
も
て
な
し
た
こ
と

か
ら
、
い
つ
し
か
「
お
茶
の
水
」
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
方
向
を
変
え
て
、
七
曲

坂
上
の
西
側
の
路
地
を
散
歩
し
て

み
る
と
、
川
又
一
郎
新
荘
会
会
長

家
の
敷
地
に
私
設
展
望
台
が
あ
り
、

さ
ら
に
路
地
を
西
に
進
む
と
保
和

苑
に
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
、

途
中
に
詩
人
山
村
暮
鳥
の
墓
が
あ

り
ま
す
。

景
色
も
よ
く
、
町
な
か
の
喧
噪

を
忘
れ
静
寂
な
と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
散
歩
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

松
本
町
の
七
曲
坂
を
紹
介
し
ま

す
。
こ
の
坂
道
は
、
旧
常
陽
銀
行
末

広
町
支
店
脇
の
道
路
を
北
に
真
っ

直
ぐ
進
む
と
約
３
５
０
m
先
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
七
曲
坂
は
、
舗
装
は

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
車
が
通
れ
な

い
ほ
ど
道
幅
が
狭
く
、
勾
配
が
急

な
坂
で
す
。
七
曲
が
り
と
は
、
七
回

曲
が
る
こ
と
で
は
な
く
、
道
や
坂

な
ど
が
幾
重
に
も
曲
が
っ
て
い
る

こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
同
様
の

七
曲
坂
道
は
、
千
波
湖
か
ら
偕
楽

橋
を
渡
っ
て
偕
楽
園
に
至
る
坂
道

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

川
又
健
志
・
塩
井
雅
子
・
岩
淵
延
子

編
集
部
委
員

今
年
４
月
に
財
務
部
税
務
事
務
所
収

税
課
よ
り
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
生
涯
学

習
活
動
の
拠
点
と
し
て
皆
様
に
親
し
ま

れ
る
市
民
セ
ン
タ
ー
に
な
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー

新
任
あ
い
さ
つ

水
戸
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
が
主
催
す

る
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
が

８
月
中
旬
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

新
荘
地
区
か
ら
は
、
町
内

会
の
部
で
砂
久
保
花
の
会
が

努
力
賞
を
、
職
域
の
部
で
㈱

吉
田
石
油
水
戸
Ｓ
Ｓ
が
優
秀

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
９
月
14
日
に

水
戸
市
役
所
で
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

・砂久保花の会
・栄町1丁目
・㈱吉田石油水戸SS
・新荘小学校

審 査 対 象 花 壇

所
長　
中
村
哲
也

㈱吉田石油水戸ＳＳ 砂久保花の会
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七な

な

ま

が

り

ざ

か

曲

坂

坂
シ
リ
ー
ズ
（
4
）

花壇コンクール

←遊歩道→
湧水群

八幡宮
祗園寺

展望台

茨城
高中校

茨城高中
グラウンド

いきいき
交流センター
あじさい

青色はロマン
チックゾーン

旧常陽銀行
末広町支店 コンビニ

七曲坂

保和苑
桂岸寺

金魚池

そば店

118号線

市道

暮鳥墓

七曲坂周辺地図（ロマンチックゾーン）

七曲坂中央折り返し付近

7
月
15
日　

新
荘
地
区

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会


